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 一時避難場所に指定されている清水沢公園の『防災公園化工事』が完了しました。飲料水を確保する

ための耐震性貯水槽や防災トイレ、備蓄倉庫、ソーラー照明灯などを設置し、災害時に地域住民の方々

を受け入れるための防災機能が強化されました。 

 併せて、スタンドベンチやスロープも新設され、公園施設の充実も図っております。 

② 浦戸の災害公営住宅への入居が始まりました        ●定住促進課 

 ① 清水沢公園の防災公園化工事が完了しました      ●土木課 

 浦戸４島でも災害公営住宅の整備を進めており、桂島１４戸、野々島１５戸、寒風沢１１戸、朴島

５戸の合計４５戸を計画しております。今回、２月２６日から桂島の５棟のうち２棟８戸の入居が始

まり、３月９日には野々島でも入居が始まる予定です。 

 浦戸地区でも災害公営住宅への入居が始まりました。他の島についても早期完成に向けて整備を進

めてまいります。 

▼清水沢公園（２月２４日撮影） 

：備蓄倉庫 
：ソーラー照明灯 

 （1１基） 

：耐震性貯水槽 

：防災トイレ 

 （組立式） 

貯水槽イメージ 

：スタンドベンチ 

▼鍵引き渡しが行われました ▼桂島災害公営住宅２号棟 ▼野々島災害公営住宅（２月２３日撮影） 

３月９日入居予定 ２月２６日入居開始 
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掲載記事に関する窓口・お問い合わせ先 

①土木課℡022-364-1118    ②④定住促進課℡022-364-1126 

③下水道課℡022-364-2193       

塩竈市ホームページに 

バックナンバーを掲載 

しています！ 

 
（スマホ用） 

応援職員の方を紹介します     （①：派遣元 ②：業務内容 ③：コメント） 

前澤 昭司
まえざわ しょうじ

さん (下水道課) 

①：兵庫県 

②：災害復旧工事の積算、起工、

現場監督 

③：私の経験が少しでもお役に立

てればと思っています。 

中川 司
なかがわ つかさ

さん (下水道課) 

①：宮城県  

②：災害復旧工事の積算、起工、

現場監督 

③：塩竈市の復興のために全力を

尽くし頑張ります。 

④ 塩竈市公民館に太陽光発電設備を設置します       ●定住促進課 

③ 越の浦雨水ポンプ場築造工事を開始します         ●下水道課 
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塩釜湾 

平成２３年９月２２日撮影（台風１５号） 

浸水被害が発生している越の浦地区の被害解消をするため、

『越の浦雨水ポンプ場』の築造工事を開始します。 

電動ポンプ1台とエンジンポンプ2台の計3台を整備し、毎秒

約８．５トンの排水能力で、塩釜湾に排水を行います。 

まず、土木・建築工事から着手し、平成２９年度の完成を目指

します。 

 

越の浦雨水ポンプ場 

調整池 

 避難所に指定されている塩竈市公民館で、太陽光発電設備の設置工事を行っています。災害時には

２００人の収容を見込んでおり、停電時でも最低限の避難生活が送れるように、太陽光発電や蓄電池

システムを導入し、３月中旬には照明設備及びコンセント類の電源が使用できるようになります。 
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